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7月24日から28日、海洋センターのプールで夏休み水泳教室が行われました。

幼児の部34人・小学生の部54人・計88人が参加しました。10班に分かれ5日間の教室を終了し、泳げる子

も泳げなかった子もコーチの熱心な指導で上達しました。

夏休み子ども水泳教室
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河
内
長
野
市
と
の
合
併
推
進
の
協
力
、

大
阪
府
に
支
援
要
請

千
早
赤
阪
村
の
明
日
を
考
え
る
――

千
早
赤
阪
村
の

合
併
問
題
に
つ
い
て

先
月
号
で
は
、
村
議
会
６
月
定
例

会
や
こ
れ
ま
で
の
動
き
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
大
阪
府
庁
を
訪
問

し
、
河
内
長
野
市
と
の
合
併
推
進
の

協
力
要
請
の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
地
区
別
住
民
説
明
会

や
村
議
会
の
合
併
協
議
の
推
進
を
求

め
る
決
議
な
ど
、
住
民
・
議
会
・
行

政
が
一
体
と
な
り
、
合
併
協
議
に
向

け
た
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、

７
月
11
日
、
松
本
村
長
、
貝
長
村
議

会
議
長
お
よ
び
田
中
・
浅
野
・
清
井

議
員
ら
三
会
派
の
幹
事
長
が
大
阪
府

庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。

松
本
村
長
、
貝
長
議
長
は
大
阪
府

に
対
し
、「
本
村
と
河
内
長
野
市
と

の
合
併
協
議
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
積
極
的
な
人
的
・
財
政
的
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
支
援
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
合
併
推
進
の
決
議
文
お
よ

び
協
力
要
請
文
の
内
容
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
。

今
後
、
河
内
長
野
市
へ
正
式
に
合

併
協
議
の
申
入
れ
を
行
い
合
意
形
成

を
踏
ま
え
た
後
、市
と
村
に
お
い
て
、

議
会
の
議
決
を
経
て
、
合
併
協
議
会

を
設
置
し
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
協
議
に
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
詳
細
な
内
容

な
ど
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課

大
阪
府
へ
支
援
要
請

今
後
の
動
き
に
つ
い
て

▲支援の合併推進の協力要請文を受け取る山登総務部長（７月11日）

は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
本
年
４
月
12
日
の
村
議
会
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
河
内
長
野
市
と

の
合
併
推
進
を
表
明
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
区
別
住
民
説
明
会
を
開

催
し
、
こ
の
度
の
合
併
に
つ
い
て
、

村
民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

千
早
赤
阪
村
議
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に

議
論
を
行
い
、
広
く
村
民
へ
も
公
開

す
る
た
め
、
合
併
問
題
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
合
併
問
題

に
真
摯
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、

６
月
22
日
の
平
成
19
年
第
２
回
千
早

赤
阪
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
「
河

内
長
野
市
と
の
合
併
協
議
の
推
進
を

求
め
る
決
議
」
を
可
決
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
と
致
し
ま

し
て
、
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
河

内
長
野
市
に
正
式
な
合
併
協
議
の
申

入
れ
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ま
ず
も
っ
て
貴
職
に
そ
の
旨
を
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
、

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
19
年
７
月
11
日

大
阪
府
知
事
　
太
田
房
江
　
様

千
早
赤
阪
村
長
　
松
本
昌
親

千
早
赤
阪
村
議
会
議
長

貝
長
　
徹

性
な
ど
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
河

内
長
野
市
と
の
合
併
が
最
適
と
考

え
、
合
併
協
議
を
早
期
に
推
進
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成
19
年
６
月
22
日

大
阪
府
南
河
内
郡

千
早
赤
阪
村
議
会

河
内
長
野
市
と
の

合
併
推
進
の

協
力
要
請
に
つ
い
て

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
は
村
政
に
特
段
の
ご
配
慮
を

賜
り
、厚
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
本
村
と
河
内
長

野
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
、

様
々
な
協
議
や
調
整
に
ご
尽
力
を
賜

り
、
重
ね
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
本
村
で
は
、
地
方
分

権
が
強
力
に
推
進
さ
れ
る
中
、
将
来

見
込
ま
れ
る
人
口
の
減
少
や
脆
弱
な

財
政
基
盤
に
加
え
、
行
政
組
織
の
効

率
性
や
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
な
ど

行
財
政
運
営
全
般
に
わ
た
り
深
刻
な

課
題
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤
の
強
化

が
必
要
で
あ
り
、「
市
町
村
合
併
」

河
内
長
野
市
と
の

合
併
協
議
の
推
進
を

求
め
る
決
議

昨
今
、
地
方
分
権
が
強
力
に
推
進

さ
れ
る
中
、
特
に
小
規
模
町
村
は
、

将
来
見
込
ま
れ
る
人
口
の
減
少
や
脆

弱
な
財
政
基
盤
に
加
え
、
行
政
組
織

の
効
率
性
や
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
行
財
政
運
営
全
般
に
わ
た
り
深

刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

本
村
で
も
、
同
様
の
課
題
を
抱
え

て
お
り
、特
に
財
政
面
に
お
い
て
は
、

今
後
も
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に

よ
る
歳
入
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
扶
助
費
な
ど
の
歳
出
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
よ
り
厳
し
い
財
政
運
営

が
迫
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
今

後
も
安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤
の
強

化
が
必
要
で
「
市
町
村
合
併
」
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
。

河
内
長
野
市
と
本
村
は
、
楠
木
正

成
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
・
文
化
の

繋
が
り
が
深
く
、
今
後
、
両
地
域
に

お
け
る
新
た
な
地
域
社
会
の
構
築
や

連
携
は
千
早
赤
阪
村
域
に
お
い
て
も

そ
の
恩
恵
を
受
け
、
新
た
な
展
望
の

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
、
本
村
議
会
は
、
本
村
を

取
り
巻
く
様
々
な
社
会
的
環
境
を
踏

ま
え
、
将
来
に
わ
た
る
住
民
の
福
祉

の
向
上
及
び
千
早
赤
阪
村
域
の
発
展
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平
成
７
年
に
府
内
で
発
見
さ
れ
て

以
来
、
平
成
17
年
度
ま
で
は
４
例
、

平
成
18
年
度
は
６
例
も
の
咬
傷
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

は
強
い
毒
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
突

か
れ
る
と
驚
い
て
死
ん
だ
ま
ね
を
す

る
な
ど
、
攻
撃
性
も
な
く
お
と
な
し

い
ク
モ
で
す
。
素
手
で
さ
わ
ら
な
い

限
り
咬
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
発
見
し
た
ら
、
殺
虫
剤
な
ど
で

駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

生
息
場
所

○
排
水
溝
の
側
面
や
ふ
た
の
裏

○
花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ

み
や
穴
、
プ
ラ
ン
タ
ー
と
壁
と
の

隙
間
、
う
つ
伏
せ
に
し
た
空
の
植

木
鉢
の
中

○
芝
生
や
植
木
あ
る
い
は
水
抜
き
管

の
内
部

○
墓
石
の
花
立
と
線
香
立
て
の
間
や

巻
き
石
な
ど
の
隙
間

○
自
動
販
売
機
の
裏
、
ク
ー
ラ
ー
室

外
機
の
裏
、
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
カ

バ
ー
の
内
部
な
ど
の
人
工
的
な
熱

源
の
回
り
　

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
特
徴

メ
ス
は
体
長
10
〜
14
a
で
体
色
は

暗
褐
色
も
し
く
は
黒
色
。
腹
部
背
中

中
央
に
は
赤
ま
た
は
橙
色
の
縦
斑
紋

が
あ
る
。
腹
面
に
は
砂
時
計
型
の
斑

紋
が
特
徴
で
す
。
卵
の
う
は
乳
白
色

ま
た
は
黄
褐
色
で
形
は
球
形
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

大
阪
府
で
は
、
宝
探
し
感
覚
で
セ

ミ
の
ぬ
け
が
ら
を
探
し
、
そ
の
種
類

と
数
を
調
べ
て
大
阪
の
環
境
に
つ
い

て
考
え
よ
う
と
い
う
「
身
近
な
生
き

も
の
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な

の
参
加
で
「
大
阪
セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら

地
図
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
個
人
で

も
グ
ル
ー
プ
で
も
、
ク
ラ
ス
単
位
で

も
参
加
は
自
由
で
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.osaka.jp/m

idori/in
dex.htm
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〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
み
ど
り
・
都
市
環
境
室
自

然
み
ど
り
課
　

1
06
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

（
内
線
２
７
４
５
）

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
で
は
、

お
盆
期
の
８
月
11
日
か
ら
16
日
の
間

は
、
来
場
者
が
集
中
し
相
当
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
で
来
場

さ
れ
ま
す
と
、
駐
車
場
も
満
車
状
態

で
入
場
で
き
ず
、
手
続
き
の
締
め
切

り
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

電
車
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
振
替
休
日
を
除
く
。）

更
新
受
付
時
間

即
日
交
付

午
前
８
時
45
分
〜午

後
２
時
30
分

な
お
、
午
後
２
時
30
分
以
降
の
受

付
は
後
日
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場

1
０
７
２
５
%6
１
８
８
１

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
早
赤
阪

春
の
家
で
行
う
お
祭
り
の
準
備
や
、

模
擬
店
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

９
月
２
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
３
時
間
程
度

場
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
早

赤
阪
春
の
家

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
早
赤
阪

春
の
家
　

1
&0
２
５
２
５
　

７
月
１
日
、
太
子
町
立
体
育
館
で

第
61
回
大
阪
府
総
合
体
育
大
会
・
南

河
内
地
区
大
会
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
（
一
般
男
子
の
部
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
３
市
町
村
（
河

内
長
野
市
・
太
子
町
・
千
早
赤
阪

村
）
が
参
加
し
、
村
（
男
子
チ
ー
ム
）

が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

準
優
勝
し
た
千
早
赤
阪
村
は
、
優

勝
の
河
内
長
野
市
と
と
も
に
、
８
月

26
日
に
池
田
市
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
中
央
大
会
に

南
河
内
地
区
の
代
表
チ
ー
ム
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
海
洋
セ
ン
タ
ー

日
時

８
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

村
立
郷
土
資
料
館

２
階
研
修
室

内
容

ま
ん
が
日
本
絵
巻

「
楠
木
正
成
」

定
員

40
人

費
用

２
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
立
郷
土
資
料
館

1
&2
１
５
８
８

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

お
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

夏
休
み
子
ど
も
ビ
デ
オ
鑑
賞
会

「
セ
ミ
の
ぬ
け
が
ら
調
査
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

光
明
池
運
転
免
許
試
験
場
へ
は

公
共
交
通
機
関
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

中
央
大
会
へ
出
場

８
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
は

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

８
月
10
日
は
「
道
の
日
」
で
す
！

道
路
は
、
本
来
、
人
や
車
の
通
行

を
目
的
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
上
下
水
道
や
電
線
な
ど
を
収
容

す
る
空
間
、
災
害
時
の
避
難
路
や
火

災
発
生
時
の
延
焼
防
止
の
空
間
、
さ

ら
に
は
歴
史
街
道
や
道
の
駅
な
ど
の

よ
う
に
人
々
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る

場
と
な
る
な
ど
、
現
在
で
は
様
々
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

道
路
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す

が
、
道
路
に
は
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
、
看
板
類
や
は
み
出
し
商

品
な
ど
の
不
法
使
用
、
さ
ら
に
は
違

法
駐
車
な
ど
が
日
常
的
に
見
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
で
は
安
全
で
き
れ
い
な
は

ず
の
道
路
も
そ
の
機
能
が
十
分
に
果

た
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
毎
年
８
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
８

月
10
日
を
「
道
の
日
」
と
し
て
、
道

路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に

使
用
す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、各
種
団
体
の
ご
協
力
を
得
て
、

様
々
な
推
進
運
動
を
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
建
設
課

8月10日は「道の日」

個　人　事　業　税
【第一期分】の納期限は、
8月31日（金）です。
納期内に納付していただきますよう

よろしくお願いします。

８月に送付します納税通知書兼納付書に
よりお納めください。

第二期分の納期限は11月30日（金）ですが、今　
年度から第一期分と第二期分の納付書を併せ
て送付させていただきます。
※問い合わせ 大阪府南河内府税事務所 1@51131
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6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
19
年
６
月
の
千
早
赤
阪
村
議
会
定
例
会
（
第
２
回
）
は
６
月
６
日
に
開
会
し
、
専
決
処
分
や

条
例
改
正
、
補
正
予
算
案
件
な
ど
計
11
議
案
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

22
日
の
本
会
議
で
は
、
議
員
か
ら
「
河
内
長
野
市
と
の
合
併
問
題
に
関
し
、
合
併
の
可
否
を
問
う

住
民
投
票
条
例
」
や
、「
合
併
協
議
の
推
進
を
求
め
る
決
議
」
が
提
案
さ
れ
、
討
論
を
経
て
そ
れ
ぞ

れ
議
決
し
ま
し
た
。
同
日
の
本
会
議
で
は
議
長
の
辞
職
や
後
任
の
議
長
が
決
ま
ら
な
い
な
ど
紛
糾
し
、

25
日
ま
で
会
期
延
長
を
行
い
ま
し
た
が
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
ず
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
員
請
求
に
よ
り
７
月
３
日
に
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
議
長
の
選
挙
や
６
月
定
例
会
で

予
定
し
て
い
た
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
民
説
明
会
で
の
意
見

の
中
に
、
合
併
の
是
非
を
「
住
民
の

意
見
を
反
映
し
て
」「
行
政
と
議
会

だ
け
で
決
め
な
い
で
欲
し
い
」「
賛

成
だ
が
住
民
投
票
な
ど
で
決
め
る
の

が
良
い
」
な
ど
、
住
民
の
意
向
を
大

切
に
と
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
平
成
の
合
併
で
は
「
合
併

推
進
、
反
対
」
の
両
面
で
住
民
投
票

を
実
施
し
た
所
も
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

説
明
会
で
、
住
民
投
票
を

求
め
る
声
が
多
く
出
た
。
有

権
者
の
13
・
４
％
が
参
加
し
た
が
、

何
％
が
賛
成
か
不
明
だ
。
河
内
長
野

市
議
会
で
は
、「
村
は
市
の
一
地
域

に
な
る
・
市
も
平
成
23
年
に
再
建
団

体
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。

日
本
共
産
党
は
「
空
家
住
宅
の
紹

介
、２
世
帯
住
宅
改
修
補
助
・
融
資
、

奨
学
金
、
く
す
の
き
号
の
復
活
」
な

ど
、
若
者
定
住
を
提
案
し
て
き
た
。

住
民
に
よ
る
棚
田
再
生
や
竹
炭
販
売

な
ど
、
村
の
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
・
再

生
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。
そ

の
知
恵
と
力
を
借
り
、
再
生
す
る
こ

と
は
可
能
だ
。
元
気
プ
ラ
ン
は
自
立

再
生
へ
の
道
で
は
な
い
か
。
住
民
に

選
択
肢
を
与
え
る
の
は
行
政
の
仕
事

だ
。
住
民
投
票
も
せ
ず
、
合
併
に
進

む
こ
と
は
子
々
孫
々
に
禍
根
を
残

す
。

千
早
赤
阪
村
が
河
内
長
野

市
へ
編
入
合
併
す
る
こ
と
の

可
否
に
つ
い
て
住
民
投
票
に
付
す
こ

と
は
、
河
内
長
野
市
に
対
し
て
、
心

情
を
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
す

る
。

現
在
の
地
方
自
治
制
度
は

議
会
制
民
主
主
義
を
前
提
に

成
り
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
の
編
入
合
併
で
間
接
民
主
主
義

の
補
完
で
あ
る
「
住
民
投
票
」
に
そ

の
可
否
を
委
ね
る
こ
と
に
は
疑
問
が

あ
る
。

村
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
住
民
説

明
会
は
、
村
の
人
口
、
世
帯
数
か
ら

み
て
評
価
で
き
る
参
加
人
数
で
あ

り
、
村
長
の
報
告
ど
お
り
概
ね
賛
同

を
得
た
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

合
併
と
い
う
極
め
て
重
要
な
問
題

で
、合
併
に
代
わ
る
具
体
的
な
代
案
、

情
報
等
の
判
断
材
料
を
住
民
に
示
さ

ず
、
住
民
投
票
を
要
求
す
る
の
は
単

な
る
理
想
論
と
責
任
回
避
で
あ
る
。

ま
た
、
合
併
を
お
願
い
し
て
い
る

の
に
、
住
民
投
票
は
合
併
先
の
市
民

感
情
か
ら
如
何
な
も
の
か
と
思
う
。

よ
っ
て
本
案
に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
議
員
３
人
は
、「
千

早
赤
阪
村
が
河
内
長
野
市
へ
の
編
入

合
併
の
可
否
を
問
う
た
め
の
住
民
投

票
条
例
」
を
提
案
し
、
事
務
、
費
用

面
か
ら
参
議
院
選
挙
投
票
日
に
あ
わ

せ
実
施
を
求
め
て
き
た
。

そ
の
理
由
は
、
村
長
が
４
月
12
日

の
全
員
協
議
会
で
、
来
年
４
月
河
内

長
野
市
と
の
編
入
合
併
を
明
ら
か
に

し
、
５
月
18
日
に
住
民
説
明
会
の
結

果
を
、
お
お
む
ね
住
民
の
賛
同
が
得

ら
れ
た
と
報
告
し
た
。

千
早
赤
阪
村
が
河
内
長
野
市
へ
編
入
合
併

す
る
こ
と
の
可
否
を
住
民
投
票
に
付
す
る

た
め
の
条
例

提
出
者
　
野
上
議
員
、
賛
成
者
　
関
口
・
徳
丸
議
員

賛
成
２
人
、
反
対
７
人
で
否
決

賛 成 反 対反 対

平
成
19
年
第
２
回
臨
時
会

議
員
全
員
に
よ
る
「
合
併
問
題
調

査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

議
長
請
求
に
よ
り
、
平
成
19
年
第

２
回
臨
時
会
が
５
月
29
日
に
招
集
さ

れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
河
内
長
野
市
と

の
合
併
問
題
に
関
し
、
住
民
説
明
会

で
の
村
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
意
見

や
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
か
ら
の
説
明

を
踏
ま
え
、
議
会
と
し
て
審
議
の
過

程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
合
併
問

題
調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置
議
案

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
橋
爪
喜
久
次

副
委
員
長
　
浅
野
　
利
夫
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河内長野市との合併協議の推進を求める決議

昨今、地方分権が強力に推進される中、特に小規模
町村は、将来見込まれる人口の減少や脆弱な財政基盤
に加え、行政組織の効率性や専門性が求められるなど
行財政運営全般にわたり深刻な課題を抱えている。
本村でも、同様の課題を抱えており、特に財政面に

おいては、今後も地方交付税の削減などによる歳入の
減少、少子高齢化に伴う扶助費などの歳出の増加が見
込まれ、より厳しい財政運営が迫られる。
このような状況において、今後も安定的な住民サー

ビスの提供のためには、行財政基盤の強化が必要で
「市町村合併」は有効な手段である。
河内長野市と本村は、楠木正成をはじめとする歴

史・文化の繋がりが深く、今後、両地域における新た
な地域社会の構築や連携は千早赤阪村域においてもそ
の恩恵を受け、新たな展望の可能性があると考える。
よって、本村議会は、本村を取り巻く様々な社会的

環境を踏まえ、将来にわたる住民の福祉の向上及び千
早赤阪村域の発展性など総合的に判断すれば、河内長
野市との合併が最適と考え、合併協議を早期に推進す
ることを求める。
以上、決議する。

平成19年６月22日

大阪府南河内郡千早赤阪村議会

河
内
長
野
市
と
の
合
併
協
議
の
推
進
を
求
め
る
決
議

提
出
者
　
清
井
・
浅
野
・
井
上
・
橋
爪
議
員

賛
成
５
人
、
反
対
４
人
で
可
決

地
方
分
権
が
強
力
に
進
め
ら
れ
る

な
か
、
本
村
は
人
口
の
減
少
や
脆
弱

な
財
政
基
盤
に
加
え
、
行
政
組
織
の

効
率
性
・
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
深
刻
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。

特
に
財
政
面
で
は
、
今
後
も
地
方

交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
る
歳
入
の

減
少
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
歳
出
増

加
が
見
込
ま
れ
、
よ
り
厳
し
い
財
政

運
営
が
迫
ら
れ
る
。

今
後
も
安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
行
財
政
基

盤
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
「
市
町
村

合
併
」
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

河
内
長
野
市
と
本
村
は
、
楠
木
正

成
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
・
文
化
の

合
併
は
余
り
に
も
拙
速
す

ぎ
る
。
地
域
が
ど
う
な
る
の

か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
状
況

で
、
推
進
決
議
を
あ
げ
る
こ
と
は
無

責
任
だ
。

住
民
か
ら
「
な
ぜ
富
田
林
市
で
は

な
い
の
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。
富
田
林
市
に
は
合
併
の
発

表
前
に
な
に
も
話
は
し
て
い
な
い
こ

と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
住
民
に
は

ウ
ソ
の
説
明
を
し
て
い
る
。

自
立
の
道
へ
の
検
討
は
、
全
く
さ

れ
て
い
な
い
。
村
民
と
一
緒
に
村
づ

く
り
を
す
す
め
る
こ
と
も
、
検
討
に

値
す
る
。
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い

る
村
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
大
事
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
、
決
議
を
あ
げ
る
こ
と
は
「
元

気
プ
ラ
ン
」
を
投
げ
捨
て
る
こ
と
に

な
る
。
今
回
の
合
併
は
、
村
長
と
大

阪
府
の
押
し
付
け
合
併
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

日
本
共
産
党
が
提
案
し
た
合
併
の

可
否
を
問
う
住
民
投
票
を
す
る
こ
と

が
、
村
民
の
意
向
を
正
確
に
反
映
で

き
る
。
住
民
投
票
も
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
行
政
の
責
任
を
投
げ
捨
て
る

こ
と
に
な
る
。
市
町
村
合
併
は
村
民

に
十
分
な
情
報
・
資
料
を
公
正
で
的

確
に
提
供
し
、
十
分
な
時
間
を
か
け

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

繋
が
り
が
深
く
、
今
後
両
地
域
に
お

け
る
新
た
な
地
域
社
会
の
構
築
は
、

本
村
に
お
い
て
そ
の
恩
恵
を
受
け
、

新
た
な
展
望
の
可
能
性
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
河
内
長
野
市
と
の
合
併

協
議
を
早
期
に
推
進
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

河
内
長
野
市
と
本
村
と
の

合
併
に
つ
い
て
は
、
地
方
分

権
改
革
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
る

中
、
大
都
市
圏
に
位
置
す
る
小
規
模

自
治
体
、
つ
ま
り
、
本
村
の
「
将
来

の
あ
る
べ
き
姿
」
に
端
を
発
し
て
い

る
。住

民
自
治
と
い
う
原
点
か
ら
本
村

の
将
来
を
見
据
え
る
と
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
危
機
的
な
財
政
状

況
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
現
実
が
あ
り
、
自
助
努
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
。
将
来
に
わ
た
り
、

住
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
総
合
的

な
発
展
の
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤

の
強
化
が
必
至
で
あ
り
、「
市
町
村

合
併
」
は
最
善
の
策
と
考
え
る
。

河
内
長
野
市
と
は
、
歴
史
・
文
化

の
繋
が
り
が
深
く
、
合
併
に
よ
る
新

た
な
地
域
社
会
の
構
築
は
、
本
村
も

そ
の
恩
恵
を
受
け
、
新
た
な
展
望
の

可
能
性
が
あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
、

今
な
ら
、
大
阪
府
か
ら
の
人
的
・
財

政
的
支
援
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
で
、
今
、
そ
の
実
現
性
が
高

い
河
内
長
野
市
と
の
合
併
を
推
し
進

め
、
成
就
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
子

や
孫
に
と
っ
て
安
心
を
与
え
る
と
と

も
に
、
本
村
の
発
展
の
礎
と
な
る
。

私
達
は
合
併
に
つ
い
て

は
、
賛
成
だ
っ
た
が
、
た
っ

た
２
ヶ
月
の
審
議
に
て
、
ま
た
詳
し

い
資
料
も
提
出
さ
れ
ず
、
な
お
か
つ

合
併
問
題
調
査
特
別
委
員
会
の
後
始

末
も
さ
れ
な
い
ま
ま
、
こ
ん
な
決
議

案
が
提
出
さ
れ
る
事
に
対
し
て
、
反

対
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
各
地
区
で

の
質
疑
の
中
に
次
の
よ
う
な
質
問
が

あ
る
。

◆
水
道
、
斎
場
、
ゴ
ミ
処
理
、
消
防
、

警
察
、
し
尿
処
理
、
す
べ
て
を
富
田

林
市
で
お
願
い
し
て
き
た
。
親
子
の

関
係
と
い
っ
て
い
い
。
村
は
な
ぜ
河

内
長
野
市
な
の
か
。

◆
編
入
合
併
で
も
、
河
内
長
野
市
に

こ
ち
ら
の
言
い
分
は
聞
い
て
も
ら
え

る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
甘
い
考

え
で
あ
る
。

最
後
に
一
村
民
の
地
区
説
明
会
で

の
言
葉
を
申
し
上
げ
る
。

「
松
本
さ
ん
、
あ
え
て
村
長
様
を

松
本
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
松
本
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
立
派

な
村
長
様
で
し
た
。
な
ぜ
松
本
さ
ん

は
村
民
と
一
緒
に
な
っ
て
汗
水
流
し

て
、
こ
の
村
を
再
生
し
よ
う
と
し
な

い
の
か
。
松
本
さ
ん
、
平
成
の
楠
木

正
成
に
私
は
な
っ
て
ほ
し
い
」

賛 成 反 対

反 対
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井
上
議
員

本
村
は
、
高
齢
者
の
人
口
が
増

加
し
て
い
る
中
で
、
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
も
身
近
に
医
療
機
関
が

是
非
必
要
で
あ
る
。
村
は
指
定
管
理

者
に
よ
る
診
療
所
の
運
営
を
考
え
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
医
療
施
設
に

な
る
の
か
。

国
保
直
営
診
療
所
は
、
村
の
地

域
医
療
の
核
と
し
て
、
身
近
な
医
療

機
関
と
し
て
の
役
割
り
の
ほ
か
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
医
療
と
介
護
が
連

携
し
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
介
護
予
防
事
業
や
健
康
づ
く
り
事

業
を
推
進
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営
を

機
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
診
療
科
目

に
加
え
、
整
形
外
科
分
野
の
医
療
や

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
治
療
も
行
え
る
よ

う
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
れ

な
い
か
。
ま
た
健
康
教
育
、
健
康
相

談
な
ど
保
健
事
業
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
住
民
の
「
健
康
づ
く
り
」
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
際
し

て
は
、
患
者
等
に
不
安
や
診
療
業
務

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
努
力
す

る
。

指
定
管
理
者
は
い
つ
決
め
ら
れ

る
の
か
。

７
月
13
日
に
公
募
を
締
め
切

り
、
選
定
委
員
会
で
候
補
者
を
選
定

後
、議
会
の
議
決
を
得
て
決
定
す
る
。

「
近
い
診
療
所
で
診
察
を
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
親
切

で
信
頼
の
お
け
る
医
療
機
関
と
な
る

よ
う
要
望
す
る
。

心
臓
突
然
死
の
多
く
は
、
命
に

関
わ
る
重
症
の
不
整
脈
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
こ
の
不
整
脈
を
治
療
す
る
た
め
の

装
置
で
あ
る
。
操
作
も
簡
単
で
、
平

成
16
年
７
月
か
ら
医
師
や
救
急
救
命

士
に
限
ら
ず
誰
も
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
で
の

設
置
が
進
ん
で
い
る
。
突
然
死
の
多

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
設

置
を
！

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
設

置
を
！

浅
野
議
員

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問�

い
っ
ぱ
ん
質
問�

７
月
３
日
の
臨
時
会
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

内
容
（
５
０
０
字
以
内
）
は
、
質
問
し
た
議
員
の
責
任
で
作
成
し
た

も
の
で
す
。

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
・
多
聞

小
学
校
・
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

使
用
可
能
で
あ
り
な
が
ら
使
わ
れ
て

い
な
い
。
自
然
休
養
村
は
使
用
者
募

集
さ
れ
る
が
、
調
理
室
を
つ
ぶ
し
て

倉
庫
に
す
る
計
画
だ
。
調
理
室
も
貸

し
出
し
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
で
検
討
し
て
き
た
。
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
は
「
村
の
農
林
業
の
振
興

に
寄
与
す
る
」
目
的
を
妨
げ
な
い
範

囲
で
使
用
す
る
団
体
等
に
貸
し
付
け

る
。多

聞
小
は
一
部
、
千
早
診
療
所
の

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
や
ま
ゆ
り
の
喫
茶
室
が
閉

鎖
に
な
っ
て
い
る
が
、
再
開
さ
れ
る

よ
う
、
援
助
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
間
利
用
者
か
ら
、
再
開
を

望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
社
協
に
よ
り
７
月
中
に

再
開
さ
れ
る
見
通
し
。

喫
茶
の
料
金
を
値
上
げ
す
る

よ
う
行
政
が
介
入
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
何
事
も
関
係
者
と
協
議
す
る
こ

と
を
基
本
に
進
め
て
ほ
し
い
。

代
替
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
検
討

中
。
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
宿
泊

利
用
は
廃
止
し
、
多
目
的
広
場
は
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
活
用
す
る
。

調
理
室
は
食
育
法
に
基
づ

き
、
村
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
教
室

も
で
き
る
。

野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
の
研

修
室
も
物
置

に
せ
ず
、
貸

し
出
し
で
き

る
よ
う
再
検

討
を
。

関
口
議
員

未
使
用
公
共
施
設
の
活
用
を

未
使
用
公
共
施
設
の
活
用
を

直
営
診
療
所
に
つ
い
て

直
営
診
療
所
に
つ
い
て

い
き
い
き
サ
ロ
ン
喫
茶
室
の
再
開
を

い
き
い
き
サ
ロ
ン
喫
茶
室
の
再
開
を

ＡＥＤの講習会
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特
定
農
地
貸
付
に

村
が
窓
口
で
シ
ス
テ
ム
化
を

特
定
農
地
貸
付
に

村
が
窓
口
で
シ
ス
テ
ム
化
を

要
介
護
者
の
障
害
者
税
控
除
認
定
申
請
は

分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
を

要
介
護
者
の
障
害
者
税
控
除
認
定
申
請
は

分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
を

田
中
議
員

府
道
東
阪
三
日
市
線
の
安
全
対
策
は

府
道
東
阪
三
日
市
線
の
安
全
対
策
は

く
は
病
院
外
で
発
生
す
る
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
心
臓
突
然
死
を
防
ぐ
有
効

な
手
段
と
し
て
、
ま
た
救
命
率
の

向
上
に
つ
な
が
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

心
肺
停
止
患
者
の
救
命
率
向
上

に
つ
な
が
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
村
内
で
は

①
香
楠
荘
②
富
田
林
市
消
防
署
千
早

赤
阪
分
署
③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
春
の
家
」
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
役
場
庁
舎
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
人
の
多
く
集
ま

る
場
所
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
も
村
消
防
団

員
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
今
後
は

村
職
員
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
０
年

に
か
け
て
、
団
塊
の
世
代
が
一
斉

に
定
年
退
職
の
時
期
を
迎
え
る
。

地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き

る
よ
う
、
知
恵
と
工
夫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

団
塊
世
代
の
豊
か
な
経
験
や
技

能
を
活
か
し
、
趣
味
や
特
技
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
づ
く
り

や
住
民
協
働
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

府
道
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
ク
ス

ノ
キ
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
並
行
し
て
各
種
車
両
も

近
年
、
大
型
化
し
て
い
る
。

ク
ス
ノ
キ
の
根
っ
こ
で
舗
装
が
盛

り
上
が
り
、
大
型
車
は
そ
れ
を
避
け

る
た
め
に
対
向
車
線
に
は
み
出
し
運

転
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
枝
も
大
き

く
な
り
道
路
上
に
張
り
出
し
、
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

住
民
か
ら
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
り
、
今
後
の
対
応
策
に

つ
い
て
伺
う
。

府
道
東
阪
三
日
市
線
の
富
田
林

市
甘
南
備
地
内
や
小
吹
地
内
の
沿
道

の
ク
ス
ノ
キ
や
桜
等
の
樹
木
が
大
き

く
成
長
し
、
枝
が
大
型
車
両
の
屋
根

に
接
触
し
た
り
、
幹
が
府
道
の
舗
装

を
押
し
上
げ
た
り
し
て
車
両
の
通
行

に
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
場
所
を
多

数
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
歩
行
者
及

び
車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
に
、
府
の
富
田
林
土
木
事
務
所

に
要
望
を
行
い
、
枝
切
り
等
の
作
業

を
定
期
的
に
お
願
い
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
安

全
対
策
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。

ク
ス
ノ
キ
は
昭
和
15
年
頃
に

楠
公
道
路
と
し
て
の
記
念
樹
に
て
植

樹
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

処
分
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で
、

鋼
矢
板
を
打
ち
込
む
な
ど
、
早
急
に

安
全
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

１
月
号
村
広
報
に
「
認
定
申
請

と
障
害
者
控
除
」
の
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
。
認
定
基
準
な
ど
は
。

18
年
９
月
よ
り
、
介
護
認
定
者

の
税
法
上
控
除
を
定
め
た
高
齢
者
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
交
付
取
扱
い

要
綱
の
基
準
に
よ
り
、
適
否
を
判
断

し
て
お
り
今
年
度
は
３
件
で
し
た
。

今
後
も
広
報
な
ど
で
周
知
し
ま
す
。

２
０
０
２
年
の
厚
労
省
の
事
務

連
絡
を
介
護
認
定
者
に
分
か
り
や
す

く
知
ら
せ
る
改
善
が
必
要
で
す
。

要
介
護
認
定
と
障
害
者
に
準
ず

る
認
定
は
異
な
り
、
障
害
者
手
帳
を

持
つ
人
は
対
象
外
な
ど
個
人
へ
の
通

知
は
難
し
い
。
税
務
課
で
は
、
申
告

相
談
な
ど
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

岐
阜
市
な
ど
で
は
介
護
認
定

時
に
認
定
申
請
の
お
知
ら
せ
を
し
て

い
ま
す
。
村
で
も
実
施
を
。

野
上
議
員

団
塊
世
代
の
有
効
活

用
を
！

団
塊
世
代
の
有
効
活

用
を
！

休
耕
地
の
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
農
地
法
の
特
定
農
地
貸
付

に
関
す
る
特
例
を
利
用
し
て
、
村
が

貸
し
借
り
希
望
者
の
公
募
登
録
を

し
、
仲
介
役
を
果
た
す
シ
ス
テ
ム
化

を
。

休
耕
地
活
用
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
市
民
農
園
的

な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ト
イ

レ
の
整
備
要
求
な
ど
、
実
施
に
は
難

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。

個
人
的
な
貸
し
借
り
の
協
定

に
よ
る
方
法
も
あ
り
、
双
方
の
希
望

の
条
件
を
活
か
せ
ば
可
能
で
す
。

「
が
ん
ば
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
の
事
業
化
も
ひ
と
つ
の
手
法

と
し
て
調
査
研
究
を
。

要介護者の障害者に準ずる
認定による例

介護度 控除対象
控除額

所得税 住民税
要介護 普　通

27万円 26万円１～３ 障害者

要介護 特　別
40万円 30万円４～５ 障害者

＊65歳以上で要介護者が障害者に準ず
る認定を受けることにより、本人や
配偶者・扶養親族が当てはまる場合、
控除を受けられます。



河
内
長
野
市
と
の
合
併
は
「
大

阪
府
を
介
し
て
」
と
説
明
が
あ
っ
た

が
、
府
の
誰
と
、
い
つ
、
ど
う
い
う

内
容
で
協
議
し
て
き
た
の
か
。

大
阪
府
市
町
村
課
の
小
西
課

長
、
今
の
中
野
課
長
と
話
を
し
て
き

た
。
日
数
、
会
っ
た
回
数
に
つ
い
て

は
後
ほ
ど
報
告
で
き
る
と
思
う
。

こ
の
合
併
は
拙
速
過
ぎ
る
。
な

ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
急
い
で
合
併
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

決
議
に
つ
い
て
は
異
常
事
態
と

認
識
し
て
い
る
。
議
員
の
協
力
に
感

謝
し
て
い
る
。

大
阪
府
と
の
協
議
の
記
録
も
な

い
、
議
会
で
の
決
議
は
通
っ
た
と
は

い
え
実
質
５
対
５
だ
、
議
長
が
辞
職

し
て
い
る
が
、
村
は
一
枚
岩
と
は
い

え
な
い
。
富
田
林
市
だ
け
で
な
く
、

太
子
町
、
河
南
町
と
の
広
域
的
な
関

係
へ
の
し
こ
り
な
ど
、
異
常
な
事
態

だ
。
し
こ
り
を
残
さ
な
い
、
悔
い
の

な
い
選
択
を
す
る
た
め
に
も
、
こ
こ

は
河
内
長
野
と
の
合
併
は
一
旦
白
紙

に
戻
す
べ
き
だ
。

今
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
が
す

と
二
度
と
合
併
は
な
い
。
府
の
助
け

を
借
り
て
河
内
長
野
市
と
の
交
渉
を

行
っ
た
。
し
た
が
っ
て
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
に
か
け
た
い
。

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
こ
の
合

併
を
成
就
さ
せ
た
い
。
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徳
丸
議
員

議
長
　
貝
長
　
徹

合
併
は
白
紙
に
も
ど
せ

合
併
は
白
紙
に
も
ど
せ

雑

感

雑

感

�

雑

感

雑

感

�

雑

感

�

今
年
も
田
植
え
が
終
わ
り
、
青
く

育
っ
た
苗
は
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷

き
詰
め
た
美
し
さ
で
す
。
少
し
前
は

水
を
張
っ
た
棚
田
に
カ
メ
ラ
マ
ン
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

秋
に
は
、
稲
穂
が
黄
金
色
に
棚
田

を
染
め
て
、
真
っ
赤
な
彼
岸
花
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
何
と
も
言
え
な
い

村
の
美
し
さ
を
醸
し
出
し
て
く
れ
ま

す
。
米
つ
く
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
村
の
棚
田
や
畑
の
移
り
変
わ
り

が
、
い
っ
そ
う
美
し
く
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

心
を
癒
し
て
く
れ
る
村
の
折
々
の
風

景
に
、
愛
お
し
さ
さ
え
感
じ
ま
す
。

日
本
の
農
山
村
が
、
過
疎
化
や
合
併

で
、
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
る
こ
と
に

不
安
を
い
だ
き
ま
す
。

今
年
の
田
植
え
に
は
、
東
大
阪
の

保
育
園
児
と
保
護
者
が
参
加
し
ま
し

た
。
普
段
忙
し
い
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
が
、
一
生
懸
命
子
ど
も
と
触
れ
合

っ
て
い
る
光
景
を
見
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

貧
困
と
格
差
の
広
が
り
、
長
時
間

労
働
で
親
子
の
触
れ
合
う
時
間
が
取

り
に
く
い
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
親
子
の
触
れ
合
う
時

間
が
取
れ
る
体
制
で
な
く
て
は
と
痛

感
し
ま
す
。

Ｈ
・
Ｓ

村
で
は
、
合
併
問
題
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
議
会
だ
よ

り
」
は
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
合

併
問
題
を
含
め
た
様
々
な
議
会
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
や
、
議
会

で
ど
ん
な
議
案
を
審
議
し
、
ま
た

「
住
民
の
声
」
が
一
般
質
問
を
と
お

し
て
行
政
運
営
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
中
で
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
た

め
に
も
村
民
の
み
な
さ
ん
の
相
談

や
、
ご
意
見
を
お
気
軽
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

６
月
22
日
の
議
会
が
、
私
の
言
動

で
混
乱
を
き
た
し
、
村
民
の
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
来
な
ら
、
私
は
謹
慎
す
べ
き
身

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
長
就
任
要
請

を
固
辞
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
月
３
日
の
臨
時
議
会

の
議
長
選
挙
に
お
い
て
再
度
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

辞
退
す
べ
き
で
し
た
が
、
辞
退
す

る
と
、
ま
た
混
乱
し
議
会
運
営
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
批
判
を
覚

悟
で
議
長
職
を
受
け
ま
し
た
。

問
題
に
な
り
ま
し
た
今
回
の
決
議

は
法
的
拘
束
力
も
な
く
、
決
議
内
容

も
「
合
併
の
決
議
」
で
は
な
く
、「
合

併
協
議
の
推
進
」
で
す
か
ら
、
私
は

協
議
す
る
こ
と
に
は
異
議
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
決
議
に
賛
成
し
ま
し
た
。

協
議
の
進
捗
次
第
で
、
重
要
な
議

案
や
検
討
課
題
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
大
切
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

●

●
●

広
報
編
集
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

●
●
●

―
平
成
19
年
第
３
回
臨
時
会
―

６
月
22
日
か
ら
不
在
と
な
っ
て
い
た
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

河内長野市役所

千早赤阪村役場
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日
時

９
月
30
日（
日
）・
10
月
７
日

（
日
）・
10
月
14
日（
日
）・
10
月
27

日（
土
）
全
４
回

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

府
立
富
田
林
養
護
学
校
（
富

田
林
市
大
字
甘
南
備
２
１
６
番
地
）

対
象

16
歳
以
上
の
人

内
容

障
害
の
あ
る
人
へ
の
接
し
方

お
よ
び
理
解
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
持
ち
物

昼
食
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用

具
・
上
履
き（
動
き
や
す
い
服
装
）

定
員

30
人

費
用

３
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料

代
な
ど
）

受
付

８
月
10
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

府
立
富
田
林
養
護
学
校

1
#4
１
６
７
５

大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
、
大
阪

府
内
の
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に

入
学
を
希
望
す
る
人
の
保
護
者
に
対

し
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
学
資

金
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

に
貸
付
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

大
阪
府
内
に
在
住
で
、
平

成
20
年
４
月
に
次
の
学
校
へ
入
学

を
希
望
す
る
生
徒
の
保
護
者

対
象
校

大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）

大
阪
府
内
の
専
修
学
校
（
専
門
課

程
）
で
修
業
年
限
２
年
以
上
の
学

科
（
但
し
、
通
信
制
課
程
を
除
く
）

申
し
込
み
資
格
、
貸
付
額
な
ど
詳

細
は
左
記
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉

7
大
阪
府
育
英
会
採
用
貸
付
課

1
06
（
６
３
５
７
）
６
２
７
２

日
時

８
月
20
日（
月
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

富
田
林
保
健
所
２
階
多
目
的
室

対
象

身
体
障
害
児
や
慢
性
疾
患
児

と
そ
の
家
族

内
容

交
流
会

「
子
ど
も
の
心
の
育
ち
に
つ
い
て
」

持
ち
物

お
茶
、
着
替
え
、
お
む
つ

な
ど

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
保
健
所
　
1
@3
２
６
８
１

大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校（
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
南
大
阪
）

で
は
、
10
月
入
校
の
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

新
規
学
卒
者
か
ら
離
転
職
者
ま
で
、

幅
広
い
年
代
を
対
象
と
す
る
職
業
技

術
専
門
校
で
、
通
信
・
環
境
・
整
備

分
野
の
技
能
者
の
養
成
の
た
め
職
業

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目

¡

光
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
科

¡

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
科

¡

空
調
設
備
科

定
員

各
科
30
人

費
用

授
業
料
無
料

（
教
科
書
代
な
ど
実
費
）

場
所

和
泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
２

―
３
―
５
（
泉
北
高
速
鉄
道
・
和
泉

中
央
よ
り
南
海
バ
ス
で
セ
ン
タ
ー

前
）

試
験
日

９
月
11
日（
火
）

願
書
受
付

８
月
21
日（
火
）ま
で

〈
出
願
・
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技
術
専

門
校
　
1
０
７
２
５
%3
３
０
０
５

職
種

一
般
事
務
職
上
級
（
１
名
程
度
）

技
術
職
（
電
気
）
上
級
（
１
名
程
度
）

受
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を

卒
業
ま
た
は
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

※
技
術
職
は
電
気
ま
た
は
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
専
門
課
程
を
履
修
し
た
人

○
第
１
次
試
験
日
（
教
養
試
験
）

９
月
16
日（
日
）

○
申
込
書
の
交
付

８
月
17
日（
金
）〜
９
月
７
日（
金
）

○
申
込
書
の
受
付

８
月
31
日（
金
）〜
９
月
７
日（
金
）

※
い
ず
れ
も
組
合
総
務
企
画
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
書
の
交
付
・
受
付
は
、
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

南
河
内
清
掃
組
合
総
務
企
画
課

1
#3
６
５
８
４

い
ろ
い
ろ
な
事じ

情
じ
ょ
う

で
義
務
ぎ

む

教
育

き
ょ
う
い
く

を

修
了
し
ゅ
う
り
ょ
うで
き
な
か
っ
た
人ひ
と

、「
あ
い
う

え
お
」
か
ら
勉
強

べ
ん
き
ょ
う

が
で
き
、
中
学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

卒
業
そ
つ
ぎ
ょ
うの
資し

格か
く

も
と
れ
る
夜や

間
中
学
校

か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

で
一
緒
い
っ
し
ょ

に
勉
強

べ
ん
き
ょ
う

し
ま
し
ょ
う
。
簡
単
か
ん
た
ん

な
給
食

き
ゅ
う
し
ょ
くも

あ
り
ま
す
。

受
付
う
け
つ
け

期き

間か
ん

２
０
０
７
年
９
月が
つ

１
日
つ
い
た
ち（
土ど

）か
ら

10
日か
（
月げ

つ

）ま
で
（
た
だ
し
学
校

が
っ
こ
う

の
休

き
ゅ
う

業
日
ぎ
ょ
う
び

を
除の
ぞ

く
）

対
象
た
い
し
ょ
う

16
歳さ
い

以い

上
じ
ょ
う
の
人ひ
と

大
阪

お
お
さ
か

府ふ

内な
い

の
人ひ

と

（
外
国
籍

が
い
こ
く
せ
き

の
人ひ
と

も
可か

）

授
業
料

無む

料
り
ょ
う

〈
問と

い
合あ

わ
せ
〉

学
校
が
っ
こ
う

教
育

き
ょ
う
い
く

課か

1
&2
１
３
０
０

赤
十
字
募
金

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
国
際
活

動
、
医
療
、
福
祉
事
業
な
ど
の
た
め

の
赤
十
字
募
金
に
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
総
額

８
６
７，

７
８
１
円

献
　
血

愛
の
献
血
（
７
月
23
日
実
施
）
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

受
付
者
数

27
人

次
回
は
、
11
月
26
日（
月
）の
予
定

で
す
。

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
伏
見
石
材
店
（
水
分
１
６
２
―
１
）

２
０，

０
０
０
円

福
祉
活
動
に

◎
岡
本
義
嗣
（
小
吹
１
０
５
２
―
２
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
チ
サ
子
の
供
養
と
し
て

◎
脇
條
寿
明
（
水
分
76
―
８
）

２
０，

０
０
０
円

亡
父
武
夫
13
回
忌
の
供
養
と
し
て

◎
道
畑
全
由
（
水
分
４
５
６
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
政
雄
の
供
養
と
し
て

◎
北
野
恒
治
（
川
野
辺
１
８
１
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
妻
よ
し
み
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

障
害
児
（
者
）
理
解
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

平
成
19
年
度

入
学
資
金
貸
付
募
集

府
立
南
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
校
生
徒

南
河
内
清
掃
施
設
組
合

職
員
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

夜や

間
中
学
校
生

か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う
せ
い

徒と

募ぼ

集
し
ゅ
う

わ
い
わ
い
広
場

と
う

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う
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成人病健診結果説明会

“健診結果を健康づくりに活かしましょう”
７月に実施した成人病健診の結果説明と結果に関する相
談会を下記の日程で行います。
内容 医師、保健師、栄養士による結果説明と生活・食事

に関する相談
希望者に血圧測定・検尿の再検査

持ち物 成人病健診の結果票と健康手帳
●結果票がないと受け付けできませんので必ず持参くださ
い。
●ご本人が来られない場合は家族の人でもかまいませんが、
必ずその人の結果票を持参ください。

※受付時間　午前の部　午前９時30分～11時
午後の部　午後１時30分～３時

※なお、８月６日までに結果が届いていない場合は、保健
センターまでお問い合わせください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

下記の対象となる人は肝炎ウイルス検診を受けることが
できます。
対象者 41歳以上（Ｈ19年６月30日現在）の人で、平成19

年度成人病健診の血液検査の結果、ＡＬＴ（ＧＰ
Ｔ）値が36～45ｕ／ｌであった人
（前年度までの肝炎ウイルス検査の受診の有無は
問いません）

○検査を希望される人は、受診の手続きや受診料など詳し
い説明をしますので、９月20日までに保健センターへ申
し出ください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

対象 平成19年６月30日現在40・50・60・70歳の人
内容 問診・口腔内診査・歯周疾患検査・口腔衛生検査・

保健指導　　
場所 村指定歯科医院（富田林歯科医師会管内）
受診期間 12月31日（月）まで
時間 各医療機関の診療時間内
受診料 無料
予約受付 10月31日（水）まで電話にて保健センターで受け

付けします。
受診方法 申し込みをされた人には、受診券などを送付し

ます。その後、歯科医院に電話で予約し、受診
してください。

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

実 施 日 受　付　時　間

８月８日（水）
村　立　保　健　セ　ン　タ　ー

８月９日（木）

８月16日（木）
いきいきサロン【やまゆり】（小吹台）

８月17日（金）

今年度の成人病健診で
肝機能値の高かった人へ

成人歯科健康診査を実施

※日本脳炎（１・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧告
により、現在接種を見合わせています。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのことなどがあれば
保健センターに連絡ください。

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

な か よ し 広 場 ８月７日（火）午前10時 ０歳～幼稚園

（親と子の交流会）
８月22日（水）

～11時30分
入園前の乳幼児

９月４日（火） と保護者
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ８月21日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

あかちゃん広場 ８月22日（水）午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会・遊び・相談） ～11時30分 での乳幼児
離 乳 食 講 習 会 ８月22日（水）午前10時 １歳までの乳児
（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 の家族

午後
食事療法が必要

個別健康栄養相談
８月24日（金）

１時30分～
な人、健康のた

９月７日（金）
（要予約）

め食生活を改善
したい人

午前９時30分
健康・育児・介

保健師による
８月10日（金）

～11時30分
護など相談を希

健 康 相 談
望する人

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き

第１・３ 午前 予約制
一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 手数料が必要な

～10時30分 場合あり

こころの健康相談
午前

（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒 第１・３ 午後１時

クラミジア 水曜日 ～２時

午前血　液　検　査 第１・３
９時30分～ 有料・予約制［肝炎ウイルス検査］ 水曜日
10時30分

午後
療　育　相　談

８月17日（金）
１時30分

30日（木）
～３時

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 （月曜日が祝日 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 の場合は翌日）～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

予約制
30日は、フォレ
スト三日市保健
Ｃ分館

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

］［

種　類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ　リ　オ ９月12日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられま
せん。

¡平熱が37℃以上の人は
接種前１週間分の体温
を記録して持参。
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

が ん 検 診 の お 知 ら せ
【９・10・11・12月分がん検診を受け付けしています。】

胃 ・ 大 腸 が ん 検 診
10月９日（火）・10月23日（火）・11月13日（火）

月　　日 ※９月５日（水）・９月９日（日）・９月10日（月）
はキャンセル待ちです

受　　付 午前９時～11時15分
受診日現在、40歳以上の人対　　象
（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人

胃－問診・Ｘ線間接撮影内　　容
大腸－問診・便潜血検査

受 診 料 胃－800円・大腸－200円

場所 保健センター
※受診料は行財政改革により変更となりましたのでご了承
ください。
※負担していただく受診料はいずれも検査料金の２割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健セン
ター１階福祉係へ事前に申し出てください。）
※定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
※介助の必要な人は相談ください。
※胃・大腸がん検診のうち、大腸がん検診だけを受診する
人で、当日本人が来られない場合は事前に必ず相談くだ
さい。
※子宮がん検診には頚部検診と体部検診がありますが、村
では頚部検診のみ実施しています。体部検診を希望され
る人は、医療機関で相談してください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

子　宮　が　ん　検　診
月　　日 10月30日（火）・11月12日（月）・11月29日（水）
受　　付 午後１時15分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生ま
れの人（ただし、奇数年生まれでも昨年度対　　象
受診していない人は受診できます）
（19歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 600円

乳 　 が 　 ん 　 検 　 診
12月５日（水）

月　　日 ※10月30日（火）・11月12日（月）・11月19日（月）
はキャンセル待ちです

受　　付 午後１時15分～3時
受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生ま
れの人（ただし、偶数年生まれでも昨年度
受診していない人は受診できます）
※次の人は検診対象外です
主治医にご相談の上、医療機関で受診し

対　　象 てください
¡39歳以下の人　
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 40人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 900円

う き う き ヘ ル ス ア ッ プ
教 室 参 加 者 募 集

※調理実習・野外ウォーキングは午前中です。
※10回シリーズですのでなるべく全回参加してください。
対象 40歳から64歳までの健康づくり・生活習慣病予防に取

り組もうと思う住民で、生活習慣を改善したい人
場所 保健センター
費用 調理実習代　400円×３回
定員 15人（先着順・初めて参加する人優先）
受付 ９月７日（金）まで（定員になり次第締め切ります）
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

回・日時 テーマ・内容

より健康で明るく元気に暮らせるように「うきうきヘル
スアップ教室」を開催します。
「食事や運動が気になるけど、一人ではなかなか実行で
きなくって…」という人もこの教室に参加し、仲間と楽し
みながら学び、生活習慣改善にチャレンジしませんか？

【あなたの生活習慣は？】
開講式・健康チェック
「健康づくりについて」
「食生活を振り返りましょう」

【運動を始めましょう！】
「運動の始め方」運動実技
「メタボリックシンドロームと生活習慣病」
生活習慣改善のためのプラン作成

【楽しく作って楽しく食べよう　パートⅠ】
「何をどれだけ食べますか？」
調理実習

【楽しい運動でストレス発散！】
「ストレスの話」
運動実技（リラクゼーション他）

【ウォーキングしながら自然と触れ合う】
野外ウォーキング（村の史跡めぐり）
生活習慣改善のためのプラン見直し

【楽しく作って楽しく食べよう　パートⅡ】
「血液サラサラ･塩分ひかえめ」
調理実習

【腰・膝・歯は大丈夫？】
「腰痛・膝痛予防」
「口腔ケアから生活習慣病予防」

【あなたの体力は？】
運動実技
簡単体力測定

【楽しく作って楽しく食べよう　パートⅢ】
調理実習・バイキング
「学んだ事を生かせるかな？」

【自分流の健康づくりをしよう！】
運動実技・閉講式

①９月21日（金）
午後１時15分～

４時

②９月28日（金）
午後１時15分～

４時

③10月５日（金）
午前９時30分～
午後１時30分

④10月12日（金）
午後１時15分～

４時

⑤10月26日（金）
午前９時30分～

正午

⑥11月２日（金）
午前９時30分～
午後１時30分

⑦11月９日（金）
午後１時15分～

４時

⑧11月16日（金）
午後１時15分～

４時

⑨11月30日（金）
午前９時30分～
午後１時30分

⑩12月７日（金）
午後１時15分～

４時

休診のお知らせ
村国保診療所は、都合により、８・９月の毎水曜日

を休診します。また、毎週火・金曜日の夜診も休診し
ます。ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。
〈問い合わせ〉村国保診療所　1&20038

村 国 保 診 療 所
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◆
一
般
書

カ
シ
オ
ペ
ア
の
丘
で
（
上
・
下
）

（
重
松
清
）

が
ら
く
た
　
　
　
　
　（
江
國
香
織
）

長
野
殺
人
事
件
　
　
　（
内
田
康
夫
）

中
等
部
超
能
力
戦
争
　（
藤
野
千
夜
）

夜
想
　
　
　
　
　
　
　（
貫
井
徳
郎
）

戦
力
外
通
告
　
　
　
　（
藤
田
宜
永
）

銀
し
ゃ
り
　
　
　
　
　（
山
本
一
力
）

あ
や
つ
ら
れ
文
楽
鑑
賞（

三
浦
し
を
ん
）

ぼ
く
ら
は
小
さ
な
逃
亡
者

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー
）

◆
児
童
書

せ
と
う
ち
た
い
こ
さ
ん
わ
ら
べ
う
た

う
た
い
タ
イ
　
　
　（
長
野
ヒ
デ
子
）

10
ぴ
き
の
か
え
る
の
プ
ー
ル
び
ら
き

（
仲
川
道
子
）

ぜ
っ
た
い
ぜ
っ
た
い
ね
る
も
ん
か
！

（
マ
ラ
・
バ
ー
グ
マ
ン
）

へ
ん
し
ん
ト
ン
ネ
ル

（
あ
き
や
ま
た
だ
し
）

父
の
日
の
す
こ
し
焦
げ
た
る
化
粧
塩

信
濃
路
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
立
夏
か
な

紫
陽
花
を
切
っ
て
袖
ま
で
濡
ら
し
け
り

い
ず
れ
名
の
消
え
ゆ
く
村
や
青
葉
騒

夜
ご
と
訪
ひ
吾
を
癒
せ
る
守
宮
か
な

滝

壷

に

手

を

遊

ば

せ

る

程

の

滝

阿
　
戸
　
敏
　
明

貝
　
長
　
　
　
徹

彼
　
塚
　
富
久
子

彼
　
塚
　
正
　
子

尾
　
谷
　
文
　
子

奥
　
野
　
千
　
秋

俳

句

コ

ー

ナ

ー

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
一

度
会
っ
て
話
を
し
よ
う
」
と
誘
わ
れ
て
、
出
か
け
た
。
雑
談
を
し
た
後
、

「
宝
石
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
自
分
の
職
場
を
見
て

ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
て
事
務
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
そ
こ
で
、

「
私
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
宝
石
を
ぜ
ひ
買
っ
て
ほ
し
い
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。

断
り
き
れ
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た
が
、
高
額
な
の
で
解
約
し

た
い
。販

売
目
的
を
告
げ
ず
に
呼
び
出
し
て
契
約
を
さ
せ
る
販
売
方
法
を
、

「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
」
と
呼
び
ま
す
。
特
定
商
取
引
法

に
よ
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
で
き
ま
す
。
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内
に
、

契
約
解
除
の
通
知
を
書
面
で
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

信
販
会
社
に
も
同
様
の
通
知
を
出
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
書
面
で

通
知
を
出
す
場
合
に
は
、
両
面
を
コ
ピ
ー
し
控
え
を
と
っ
て
か
ら
、

簡
易
書
留
か
配
達
記
録
郵
便
で
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
面
識
の
な
い
人
か
ら
の
不
審
な
誘

い
に
は
応
じ
な
い
、
勧
誘
さ
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断
る
と
い
う
心
構
え

が
大
切
で
す
。
目
的
を
（
何
の
販
売
で
あ
る
か
を
）
隠
し
た
り
、
偽

っ
て
近
づ
く
悪
質
業
者
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06（
６
９
４
５
）０
９
９
９

ト
ラ
ブ
ル
Ｑ
＆
Ａ

非
核
平
和
都
市
宣
言

千
早
赤
阪
村
で
は
、
昭
和
60
年
３

月
22
日
に
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い

「
非
核
平
和
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣

言
し
て
い
ま
す
。

平
和
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催

村
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、
今
日

の
平
和
の
尊
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る

機
会
と
し
て
、
大
阪
府
内
に
今
も
残
る

空
襲
の
傷
あ
と
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
す
。

期
間

８
月
11
日（
土
）〜
15
日（
水
）

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
１
階

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

８
月
は
経
済
産
業
省
主
唱
の

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

経
済
産
業
省
で
は
夏
場
に
電
気
事
故
が
多
く
発
生
す
る
た
め
、
８
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
、
全
国
的
に
電
気
使
用
安
全
活
動
を

よ
り
盛
り
上
げ
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、

日
頃
か
ら
電
気
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

刑法・道交法改正！
飲酒運転・交通事故の罰則強化！

～緊急対策「二輪車ブロック作戦」～
大阪府警では、二輪車と飲酒運転による事故死者が倍増している
ことから、緊急対策として「二輪車事故ブロック作戦」を実施して
います。
〈問い合わせ〉大阪府警察本部

ＱＡ
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小吹台 石 山　 滋 晴 さん
＜19歳　てんびん座＞

ShigeharuIshiyama

207

わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�わがやのホープ�

わが
やのホープわが
やのホープ

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

近況は・・・

大阪大谷大学の教育福祉学部で保育士になる
ために勉強しています。
趣味は・・・

友達と一緒にサッカーをするのが趣味です。
とにかく体を動かすのが好きです。
夢は・・・

保育士になってたくさんの子どもたちに元気
を与え続けることです。
最近、楽しいと思ったことは・・・

久しぶりに、高校の時の友達に会ってフット
サルをしたことです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

自然に囲まれて空気がきれいで、人が優しい
ところです。
来月号は・・・

中学・高校の同級生の尾花　美穂さんです。
尾花さんへメッセージを・・・

最近、全然会えへんな
また、一緒に遊びましょう

２歳の時の写真です。いつも泣いてばか
りいました。

東阪　やた　ゆりか ちゃん
（ 矢　 田　　　優 里 香　）

平成18年２月20日生まれ
パパとママは、優里香が大好きです。
元気で笑顔のかわいい女の子に育ってくれると
うれしいな!!

父・哲也さん、母・友規子さん

小吹　きたど　めい ちゃん
（ 北　 戸　　　芽　依　）

平成18年７月８日生まれ
「となりのトトロのメイちゃん」のような元気で明るい
女の子になってください。お兄ちゃんとも仲良くね!!

父・克典さん、母・弘美さん
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赤石家住宅の主屋と座敷蔵が
国登録文化財になりました

５月15日付けで森屋にある赤石家住宅の主屋と座敷蔵が国の
登録有形文化財になりました。
主屋は大規模な農家建築です。床框

かまち

の墨書から明治14年に建
てられたことが分かりました。当初は四間取りの茅葺

かやぶき

建築とし
て建てられ、後に六間取りの瓦葺屋根に改修されたようです。
この住宅は地域の民家建築の特色をよく表しており、地域の

歴史的景観の一つとして貴重です。

防犯功労者に感謝状

６月28日、富田林市市民会館で富田林警察署管内防犯
協議会の平成19年度総会が開催されました。総会では、
長年にわたり地域防犯活動に務められた川野辺の南成和
さんに感謝状が贈呈されました。

●防犯協議会総会●

万一に備えて・・・

６月28日、村営金剛山ロープウェイで、運行業務に従事し
ている職員を対象に、緊急時の対応を安全かつ的確に遂行す
るため、応急下降訓練（救助訓練）および予備原動機による
運転訓練が行われました。
救助訓練は、毎年数回行われており、今回は、非常用の予
備原動機が故障で運転不能を想定。訓練に参加した職員は、
本番さながらに真剣に取り組んでいました。

●金剛山ロープウェイで救助訓練●

むらの話題
あ　れ　こ　れ

t
主
屋
の
天
井
裏

屋
根
裏
の
構
造
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
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お知らせ

千早赤阪村自然休養村管理センター
を効果的に活用するため使用する団体
を募集します。
施設の概要

¡千早赤阪村自然休養村管理センター
大研修室１・小研修室１・事務室
１・和室２・食堂１・料理講習室
１・駐車場（30台）
募集内容

¡基本方針　本村の農林業の振興に寄
与することを目的とします。

¡使用内容　設置目的を妨げない範囲
内での使用。

¡使用料など　千早赤阪村行政財産使
用料徴収条例により使用料を徴収し
ます。光熱水費については実費負担
とします。

¡使用許可期間　４月１日から翌年３
月31日の間とし、本年度に限り使用
可能日から３月31日とします。
応募資格

施設の設置目的をより効果的、効率
的に達成することができる法人または
団体とし、必ずしも法人格を有するこ
とは要しません。なお、食堂の使用に
ついては個人の応募も可能です。
選考方法

選考については、選考委員会を設置
し、提出された書類を基に審査基準に
より選考します。
現場説明会　８月８日（水）

午後１時30分
募集期間 ７月25日（水）～８月24日（金）
申請内容など、その他詳細について
は問い合わせてください。
〈応募・問い合わせ〉産業振興課

日時 ９月16日（日）
午前10時～２時間程度

場所 海洋センター
トレーニングルーム

内容 トレーニングマシンの使用方法　
トレーニングの基礎理論

資格 16歳以上の人
定員 15人（先着順）

受付 ９月14日（金）の午後５時まで
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
費用 500円
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施
〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

村バレーボール連盟では、秋季ソフ
トバレーボール大会の一般参加チーム
を募集しています。
対象は16歳以上の村在住・在勤者で

構成するチームです（男女混成チーム
も可）。大会は次のとおり開催します。
月日 ９月２日（日）
場所 海洋センター・アリーナ
受付 ８月24日（金）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

武部　克正　1&21472

南河内地域にある朝市・農産物直売
所13団体で組織する南河内産直ネット
（み・な・さ・んネット）では、直売
所スタンプラリーを開催します。各直
売所でスタンプを集めると、抽選で新
鮮な農産物などをプレゼントします。
月日 ７月28日（土）～９月２日（日）
内容

期間中、み・な・さ・んネット加盟
直売所で、5カ所以上のスタンプを集
めたら、直売所特産品詰め合わせが当
たる賞に応募できます。スタンプラリ
ー台紙は、加盟直売所に設置していま
す。（千早赤阪村農産物直売所他12団体）
応募方法

台紙に、氏名、住所、年齢、電話番
号を記入のうえ、応募先まで。応募締
切は、９月７日（金）（消印有効）応募
者多数の場合は抽選。
主催

大阪府南河内農と緑の総合事務所
南河内産直ネット（み・な・さ・んネ

ット）大阪採れたて農産物消費推進協
議会
〈応募・問い合わせ〉

〒584－0031
富田林市寿町２－６－１
南河内府民センタービル内
大阪府南河内農と緑の総合事務所
農の普及課宛
（平日のみ、午前９時30分～午後５時）
1@511318（内線268）

千早赤阪村・太子町・河南町の３町
村共同で、就労支援のパソコン中級講
座と経理事務講座を開催します。対象
は村内在住の人で、何らかの理由によ
り就労できない、母子家庭の母親、中
高年齢者、臨時的な仕事に従事し将来
に不安を持つ若年者です。（講座はい
ずれか一方でも可）
◎パソコン（中級）

日時 ９月11日（火）～14日（金）の全４
日間　
午前９時30分～午後０時30分

場所 くすのきホール　２階会議室
受付 8月24日（金）（必着）
◎経理事務講座

日時 ９月26日（水）～10月25日（木）の
毎週水・木・金曜日（ただし、最
終週は10月23日（火）の全15日間）
午前９時30分～午後０時30分

場所 太子町役場　２階研修室
受付 ９月７日（金）（必着）
定員 各講座15人

（応募多数の場合は抽選）
費用 無料
※経理事務講座はテキスト代負担あり
応募方法

往復はがきまたは封書（封書の場合
は返信用はがきを同封）で、住所・氏
名・年齢・電話番号・職業・志望動機
（就労を妨げる要因）を記入し、〒585－
8501（住所不要）千早赤阪村役場産業
振興課へ
〈問い合わせ〉産業振興課

千早赤阪村自然休養村管理
センター使用者

秋季ソフトバレーボール
大会参加チーム

地域就労支援事業パソコン・
経理事務講座受講生

み・な・さ・ん
ネットスタンプラリー

トレーニング講習会
受講者



お　詫　び

用・標準負担額減額認定証」を持って
いる人は、７月31日が有効期限となっ
ています。８月１日以降の利用は、更
新が必要です。
国民健康保険証、認定証、印鑑を持参
のうえ、保険課まで申請してください。
〈問い合わせ〉保険課

に関する相談に応じます。
担当窓口 産業振興課
時間 開庁日の午前９時～午後５時30分
内容

¡雇用、就労に関する相談
¡パソコンによる職業適性診断（興味
検査と性格検査）

¡インターネットによる求人情報検索
（就職の斡旋はできません。）
※相談などを希望する場合は事前に予
約をお願いします。
〈予約・問い合わせ〉産業振興課

上 下 水 道

村では生活環境および河川の水質の
保全並びに公衆衛生の向上のため、し
尿や生活雑排水などを併せて処理する
合併処理浄化槽の設置を推進しており
ます。合併処理浄化槽を設置する家庭
に補助金を交付します。
本年度に合併処理浄化槽を設置する

場合は申し込みください。
対象地区は、下水道処理区域外およ

び下水道計画区域内であっても整備が
大幅に遅れる地域（事前に問い合わせ
を）です。
補助対象設置基数 ２基（先着順）
補助金額

¡５人槽　　　　　　332,000円
¡６人槽から７人槽　414,000円
¡８人槽から10人槽　548,000円
受付 ９月末日まで
〈問い合わせ〉上下水道課

募　　集

村と村人権協会では、人権について
身近に考えていただくため、人権啓発
ポスター、標語を募集します。みなさ
んふるって応募ください。
対象 村内在住の小学校４年生以上の人
受付 ９月25日（火）まで
応募方法

応募作品には、住所、氏名、電話番
号（小中学生にあっては学年、組、氏
名）を作品裏面に明記してください。
なお、応募作品に添付いただいた個
人情報は、目的以外に使用しません。
応募点数

１人それぞれ１点以内とし、未発表
のものに限ります。
※応募作品は返却しません。
〈応募・問い合わせ〉住民課
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国民健康保険では、平成19年度の国
民健康保険料の２割軽減制度を実施し
ます。前年分（平成18年１月から12月
分）の総所得金額などが次の金額以下
の人は、申請してください。
申請世帯の２割軽減基準額

33万円＋（35万円×被保険者数）の
額以下の世帯
申請書の提出期限

８月31日（金）まで、または納付義務
が発生した日から２週間以内。期限を
過ぎると、保険料の軽減を受けられな
くなります。
なお、所得の申告がまだの人は、こ
の軽減制度を受けることができません
ので、至急申告してください。
〈問い合わせ〉保険課

相　　談

雇用・就労の手伝いをする千早赤阪
地域就労支援センターでは、働く意欲
がありながら、何らかの就労を妨げる
要因を抱えていることで就職が困難
な、障害者・ひとり親家庭の母親・中
高年齢者・臨時的な仕事に従事し将来
に不安をお持ちの若年者のために、地
域就労コーディネーターが雇用・就労

名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始

（12月29日～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）

106（6765）3650 365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

国民健康保険料の
２割軽減の申請を

雇用・就労に関する相談

浄化槽設置整備事業
補助金の交付

人権啓発ポスター・標語

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

軽自動車税の
口座振替納税者の方へ

平成19年６月20日付けで、平成
19年度軽自動車税納税証明書（継
続検査用）を納税者に郵送しまし
たが、誤って納税証明書の有効期
限を平成42年５月30日と記載して
おりますが、正しくは平成20年５
月30日です。
口座振替納税者の皆様にはご迷
惑をおかけします。今年度の軽自
動車等継続検査（車検）での納税
証明書として使用できますが、平
成20年５月31日以降の車検には、
新年度の納税証明書が必要になり
ますので、ご了承ください。
〈問い合わせ〉税務課
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名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

現在、認定を受けている人は、通知
しますので必ず「現況届」「所得状況届」
を提出してください。期間内に提出さ
れないと支給が遅れることがあります。
また、２年間続けて提出されないと、

受給資格が無くなることがありますの
で注意してください。
○児童扶養手当の認定を受けている人

８月１日（水）から８月31日（金）の間
に「現況届」を提出してください。
○特別児童扶養手当の認定を受けてい

る人

８月13日（月）から９月10日（月）の間
に「所得状況届」を提出してください。
※「所得状況届」は障害の状態を確認
する「有期再認定請求」とは別の手続
きです。
児童扶養手当とは

父と生計を同じくしていない児童や
父が重度の障害の状態にある児童が監
護される家庭の、生活の安定、自立の
促進および児童の健全な育成を図るこ
とを目的として支給されます。
手当を受けることができる人

次のいずれかに当てはまる18歳まで
の児童を育てている母、または母に代
わって児童を養育している人
q父母が離婚した
w父が死亡した
e父が政令で定める重い障害がある
r父の生死が明らかでない
t父が引き続き１年以上遺棄している
y父が法令によって１年以上拘禁され
ている

u母が婚姻によらないで出産した
※母親、養育者または児童が公的年金
や遺族保障を受けることができる時や

児童が児童福祉施設に入所している時
などを除きます。
手当額（月額）

全部支給　41,720円
一部支給　9,850円～41,710円
（児童が２人の場合5,000円加算、以下
児童が１人増すごとに3,000円加算）
※児童扶養手当には所得制限があり、
所得が一定額以上あるときは、手当の
一部または全部の支給が停止されます。
※手当額は毎年変更の可能性があります。
特別児童扶養手当とは

障害児を育てている家庭を援護し、
児童の福祉の増進を目的として支給さ
れます。
手当を受けることができる人

20歳未満で、精神または身体に一定
の障害のある児童を育てている父か母、
または父母に代わって児童を育ててい
る人
※児童が障害を支給事由とする公的年
金を受けることができる時や児童福祉
施設に入所している時などを除きます。
手当額（月額）

障害の程度が定められた基準の
１級に相当する場合　50,750円
２級に相当する場合　33,800円
※特別児童扶養手当には所得制限があ
り、所得が一定額以上あるときは、手
当の全部の支給が停止されます。
※手当額は毎年変更の可能性があります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

国民健康保険

国民健康保険の被保険者の人で、現
在「限度額適用認定証」「限度額適

福　　祉

入院時食事代の一部負担金（標準負
担額）は１食260円ですが、村民税非
課税世帯などの人は、「限度額適用・標
準負担額減額認定証」を医療機関に提
示すれば１食210円に減額されます。
また、一部負担金は、高額医療費の限
度額までとなります（療養病床に入院
する場合は、１食460円と１日当りの
居住費320円が、１食210円と１日当り
の居住費320円になります）。
現在、老人保健法による医療受給者
証をお持ちの人で、入院している人や
入院する人のうち村民税非課税世帯の
人や税法上の経過措置対象者（※）と
同一世帯の村民税非課税の人（世帯に
税法上の経過措置対象者以外の村民税
課税の人がいる場合は除く）は、「限
度額適用・標準負担額減額認定証」の
申請をしてください。平成19年度の村
民税申告が未申告の人（世帯員全員）
は事前に済ませてください。
申請に必要なもの

q老人保健法による医療受給者証w印
鑑e保険証r過去１年の入院が90日を
超えている人のみ入院時の領収書t前
住所地の市町村が発行する平成19年度
の世帯員全員の市町村民税非課税証明
書（平成19年１月２日以降に転入した
人）
※「限度額適用・標準負担額減額認定
証」の適用は申請月の初日からです。
※前年の合計所得が125万円以下であ
って平成17年１月１日現在において65

歳以上の人
〈問い合わせ〉保険課

老人保健法の「老人医療の
限度額適用・標準負担額減
額認定証」の申請を

児童扶養手当・特別児童
扶養手当の認定を受けて
いるみなさんへ

高額療養費の「限度額適用認定証」
「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の更新手続きを
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相 　 　 談
８月２日（木）・16日（木）
９月６日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

８月２日（木）
９月６日（木）児　　童

８月16日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

８月３日（金）
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）・31日（金）
９月４日（火）

８月16日（木）

８月22日（水）

８月20日（月）予定

８月29日（水）予定

８月30日（木）予定

８月９日（木）
23日（木）

８月１日（水）
９月５日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,583人（－12）

男　　3,131人（－８）

女　　3,452人（－４）

世帯数　2,337戸（＋１）

６月末日現在、（ ）は対前月比

～ ちはや星と自然のミュージアム　イベント情報 ～

８
　
　
　
　
月

〈問い合わせ〉¡ちはや星と自然のミュージアム1&40056

¡村営宿泊施設「香楠荘」1&40321

ガイドウォーク ～ちはや園地の自然とふれあう ミニ・ツアー～
毎月 第1・第2・第4 日曜日　午前11時・午後1時 スタート

内　　　　　　容イ　ベ　ン　ト月　　日

森を散策しながら、植物たちの生態の秘密にせ
まってみよう。
服装 動きやすく、汚れてもよい服装
時間 午前10時30分～午後３時
定員 30人
費用 300円

森の生態観察・夏４日（土）

ちはや園地を飛び回るオニヤンマやアキアカネ
を探しにいこう
服装 動きやすく、汚れてもよい服装
時間 午後０時30分～３時30分
定員 30人
費用 300円

金剛山のトンボを
さがそう

５日（日）

ちはや園地の森の中で、楽しいネイチャーゲー
ムにチャレンジ
服装 動きやすく、汚れてもよい服装
時間 午前10時30分～午後１時30分
定員 15人
費用 300円

ちはや園地の森で
遊ぼう

11日（土）

金剛山の広場で寝転がって、ペルセウス座流星
群を見ませんか
時間 午後７時30分～９時
定員 30人
費用 400円
対象 ちはや園地宿泊者
※要宿泊（宿泊費用別途）

ペルセウス座流星
群をみよう

12日（日）

夏休みの涼しい金剛山で、皆既月食を観察しよう
時間 午後７時30分～９時
定員 30人
費用 400円
対象 ちはや園地宿泊者
※要宿泊（宿泊費用別途）

皆既月食をみよう28日（火）

▲甲取橋付近

７月16日から17日の集中豪雨は

時間雨量が50a以上に達し各地区

において土砂崩れなどの被害が発

生しました。被害にあわれた方に

お見舞い申し上げます。

川野辺観測所では、16日の午後

10時から17日午前３時までに119a

の豪雨となりました。
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